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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 

 

○下回っている種目 

上体起こし，反復横とび、20ｍシャトルラン、 

〇ほぼ同程度であるが、下回っている種目 

長座体前屈，５０ｍ走，ソフトボール投げ 

・全国平均と比較して全体的に下回っている。運動やス

ポーツに対する意識の低さに加え、地域の遊び場や冬の

活動場所や運動機会の減少、ゲームやスマートフォン等

の使用時間が長いことも一因と考えられる。 

 〇上回っている種目 

長座体前屈 

〇ほぼ同程度であるが、上回っている種目 

 握力、立ち幅跳び 

○下回っている種目 

  上体おこし，反復横とび，20ｍシャトルラン，50ｍ走，ソフトボール投げ 

 

 

・全国平均と比較して、全体的に同程度か下回っている。

男子同様、運動やスポーツに対する意識の低さが一因

と考えられる。 

 
・「運動が好き」である割合は、男子 79.2% 女子

58.8%と全国平均を上回っている。(全国平均 

男子 73.0% 女子 54.8%) 

・女子が全国平均に比較し、「体育の授業は楽し

い」割合が下回り、「体育の授業がやや楽しい」

割合が上回っている。 

・「体育の授業で、友達と助け合ったり、教え合った

りして学習することで「できたり、わかったり」す

ることがあまりない」と答えた割合は、男子で

25.0%、女子で 35.3%と全国平均よりも上回ってい

た。(全国平均 男子 13.3% 女子 12.3%) 

・運動が好きである反面、体育の授業や友達と関わり

ながらの学習に改善のポイントが見られる。「友達

と関り合う中で充実感を得られるような体育の授

業」を更に目指していくことで体力・運動能力の向

上を図ることができると考える。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

   ・近隣病院の助産師を講師に招き、理科や総合的な学習の時間と関連させながら命の大切さ等についての指導を実施する。 

・教育大学より講師の派遣を依頼し、アダプテッド・スポーツの指導を実施する。 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

具体的な

取組 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

関り合いながら学ぶ体育学習 
・自らに応じた学習課題を個々に選択して

いったり、友達と関わり合いながら課題

解決を目指したりする授業を構築する。

子どもたちが上達の喜びを分かち合い、

運動の楽しさを共有できる姿を追い求め

ていく。また、２学年をペアにした体力テ

ストの測定日を設定し、異学年で交流し

ながら運動する機会を創設する。 
 

どの子も運動に親しみをもてる時間 
・外部講師による「アダプテッド・スポー

ツ」の時間を全学年で実施する。多様な

運動に触れる活動を通して、子どもたち

が運動に親しめることを期待する。 

 

健康教育・命の大切さの指導 
・専門的な外部講師を招き、保健や道徳等の教科

学習、運動を通して自己の生き方と向き合う学

習などと結び付けながら、命の尊さについて学

ぶ機会を充実させる。 
 

主体となって取り組む健康教育 
・５年生の総合的な学習の時間として「地域の

方々を招いての健康増進活動」を企画・運営す

る。町内会や地域包括支援センターなど、地域

とのつながりを生み出すこともねらう。 
 

委員会活動との連携 
・健康委員会が中心となり、外遊び等の日常的

な運動を推進する活動を企画・運営する。 

子どもが進んで運動に親しむ学校に 
・全校で休み時間に積極的に外遊びを行うように

声掛けをしていく。また、担任らによる体育館・

グラウンドの見回りを強化するとともに学級・

学年での交流遊びを推奨していく。 

  

〇〇週間 
・マット＆跳び箱週間を設け、準備の効率化による

授業での活動時間の確保を行う。また、休み時間

にも取り組めるようにすることで、器械運動に親

しむ機会を生み出す。 

 


